
音楽科 授業デザイン  

 

１．単元（題材）名   

      ～本校と分教室・病室を結んで楽しくアンサンブルをしよう～ 

教材「アメイジング グレイス」  作詞者：ジョン・ニュートン，作曲者：不祥 

〔使用楽器：トーンチャイム，リコーダー（S・A），木琴・鉄琴，ＭＩＤＩ〕 

 

２．単元（題材）の目標 

全体 ＲＣＨを通して～ ・聴こえてくる音に合わせ，自分の担当する楽器を演奏する。 

             ・「音を重ねる」というアンサンブルの楽しさを味わう。 

１年 トーンチャイム 楽器の特徴を生かし美しい音色で演奏する技能を身に付ける。 

２年 リコーダー   音域の幅を生かした曲の構成に関心を持ち表現するための技能

を身に付ける。  

３年 木琴・鉄琴   和音とアルペジオによる音の重なりを理解し，それを表現する

ためのアーティキュレーションやバランスを工夫する。 

分教室 ＭＩＤＩ   楽器の操作（演奏法）を身に付け表現を工夫する。 

 

３．単元（題材）の指導計画 

指導計画（全６時間）  

時 主な学習活動・内容 主な使用機器 

第１時 ・曲の概要をつかむ。楽譜を読み取り演奏法を知る。 IWB 

第２時 ・担当楽器の奏法等を知る。各自練習に入り表現活動する。 IWB 

第３時 ・リズムを理解し練習する。また正確に演奏する。 RCH･IWB・MIDI・TPC 

第４時 ・旋律を意識し担当する楽器の音楽表現につなげ練習する。 RCH･IWB・MIDI・TPC 

第５時 
・アンサンブルを意識して演奏する。  

・美しい音色で演奏する技術を身に付ける。 
RCH･IWB・MIDI・TPC 

第６時 ・全体の流れを意識してアンサンブルする。（本時６／６） RCH･IWB・MIDI・TPC  

 

４．本時の目標 

（１）ＲＣＨを通して楽しくアンサンブルをする。            

（２） 各楽器の特徴や曲の広がりを感じ取りながら，一体感のあるアンサンブルをする。                  

 

５．本時の情報通信技術（ICT）活用           

活用する場面 展開 

活用する者〔目的〕 ・生徒〔協働学習〕・指導者〔資料提示，演奏の記録〕 

活用するコンテンツ 楽譜 ＴＶ会議システム 

活用する機器 ＲＣＨ（リモート・コンサート・ホール）・ＩＷＢ（電子黒板） 

ＭＩＤＩ（電子楽器）・ＴＰＣ（タブレットパソコン） 

６．本時の展開 

日   時：平成 25年 12 月 6 日（金） 第５校時（１３時１５分～１４時０５分） 

学     年：  本校中学部  １・２・３年  府立分教室  １・２年      

授 業 場 所： 本校 音楽室（ 25 名）  府立分教室（5 名）              



 
学 習 活 動 活用機器 

指導上の留意点・支援内容 

【ICTによる支援】 
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一斉学習 

①挨拶をする。（分教室の生徒が登

校したらもう一度挨拶をする。） 

②本時の目標を確認する。 

 

協働学習 

③コラボノートの枠内に各パート

での目標を具体的に記入する。 

 

 

④パート練習を行う。表現を工夫

し，美しい音色で演奏できるよう

に同じ楽器のグループで練習す

る。 

一斉学習 

⑤各学年順番に RCH でつなぎ，本

校・府立分教室・病室で合奏し，

他のパート（学年）が感想を発表

する。 

⑥全学年，RCH でつないだ音を意識

して本校と府立分教室・病室をつ

なぎ合奏する。 

⑦録音した合奏を聴き，気がついた

ことを発表する。 

⑧全員でもう一度合奏をする。 

 

⑨挨拶をする。 
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・カメラに向かって挨拶をする。 

 

・分かりやすく文章表現し板書する。 

 

 

 

・トーンチャイム，S・Aリコーダー，

鉄琴，木琴，ＭＩＤＩ楽器（キー

ボード・打楽器）それぞれが目標

を発表する。 

・自分のパートの確認ができるよう

に指導者が机間指導する。 

・どんなところを注意して演奏する

かポイントを板書する。 

 

 

・発表しやすいように，良かったと

ころ，修正した方が良いと思った

こと等を指導者が視点を与える 

・全体の演奏を RCHで録音する。 

 

 

・生徒の発表をわかりやすく説明し，

指導者も講評する。 

・感想を生かして，もう一度合奏し

ようと声をかける。 

・カメラに向かって挨拶をする。 

 

７．本時の評価（評価の観点・観点別の評価を含む） 

（１）ＲＣＨを通し，スケールの大きさを感じてアンサンブルができる。 

（２）自分たちの演奏を聴いて，曲想の構成変化を感じることができる。 

 

８．準備物  IWB，TPC，RCH  


